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グス タフ ・ マ ー ラー

ア ン リ ＝ ル イ ・ ド ・ ラ ・ グ ラ ン ジ ュ

丸山正義訳
＊

訳者付記

　以下に 訳出す るの は Henry・Louis　de　La 　Grange： Gztstαv　M αhler（3　volumes ），
　Fayard

，

Paris
，
1979・1984

， （vo1 ．　 I　 Les　chemins 　de　la　Gloire　1860−1900
，
　vol ．1工 L ’fige　d

’
or 　de

Vienne　1900−1907，
　vol ．　III　Le　g6nie　foudroy6　1907・1911）の 第

一
章 「環境

一
家族

一
家柄 」 で

ある 。 こ の 書物は三 千六 百 ペ ー
ジを優に越え る大作で あ り、マ

ー
ラ
ーの伝 記的研究 に つ い

て は他の 追随 を許 さない し、 『失われ た時 を求め て 』 同様言及 され る回数の 多 い 割 に は通

読 した人の 数はおそ らく少な い 作 品で ある 国
。 著 者に つ い て は名前を見 る とす ぐに気が

つ くで あろ うが英語 とフ ラ ン ス 語の 混合にな っ て、著者の 言葉 に よる と母が ア メ リカ人の

フ ラ ン ス 貴族だ そうで あ る 。
エ ール 大学 を卒業後マ ーラ

ーに魅せ られ て
、

マ ー
ラ
ーに 関す

る資料 を可能な限 り蒐集 した結果膨大なもの に な り、勿論それが彼の 伝記 を巨大な もの に

したの だが、その 資料 を
一

般に 公開す るため パ リに 「グ ス タ フ ・マ
ー

ラ
ー

図書館 」 を創設

して現在 そ の 館長 とな っ て い る。こ の 伝記 に よっ て 彼 はア メ リカや フ ラ ン ス で様 々 な賞を

獲得 し （こ の 伝記の 第
一
巻は初め英語で 書か れア メ リカで 出版 され た、MAHLER

，
　 vol ・

ume 　one ，
　Doubleday ＆ Company

，
　New 　York，1973）、 88年に はオ

ー
ス トリア政府 か ら

「教授 」 の 称号 を授与され 、
フ ラ ン ス 政府か らは レ ジ オ ン ・ドヌ ール の シ ュ ヴ ァ リエ に、

芸術文化勲章 と して はオ フ ィ シ エ に叙勲 された。

　 さて ラ ・ グ ラ ン ジ ュ が マ
ー

ラ
ー

の伝記 を書こ うと心 に決 め たの は 50年代か ら60年代 にか

けてで あ り、当時の 文学思潮 と して構 造主義、そ の徹底 した 内在批評、テ キス ト主義が 隆

盛をきわ め た時で あり、その 時代 に正反対の 方角を向い て い る と思 われ る伝記 を書 くの は

相 当に 勇気の い る こ とで あ っ た ろ う。 しか し彼が こ の大作 を世 に 出 した と きはすで に ポス

ト構造主義 の 時代 に は い りその 行 きす ぎた内在主義の 反省か ら歴 史主義の 復活 を見 たが 、

もちろ ん こ の 歴史主義 は単なる懐古趣味で はな く、例えばテキ ス トの 意味作用 とは、テキ

ス トそ の もの が 自立 しその テキ ス ト内で様 々 な解釈 が 可 能 とな りあら ゆ る 自由が 「読み

手」 に与 えられ、そ して 「作者 」 は死の 淵へ と追 い や られ る、と考 え られ て きた も の だ

が 、 それ はた だ単に
「読み 」 が 構築す るテキ ス トの 意味作用 に すぎず、実は テ キス トその

もの は、作家の 仕 事 とそれ を受 け取 る鑑 賞者 の 共同作業 に よっ て成 立 する もの で あ る以　 96

上 、作者が テ キ ス トに もた らす意味 作用 もテ キス トの 意味作 用 を構築する もの なの で あ　（83）

＊
一

般教 育 専任講 師 フ ラン ス 語
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明 星大学 研究紀 要 【日本文化 学部 ・ttT語 文化学科 】 第 2号 1994年

り、ふ た た び そ こ に 作者 の 歴 史情報が そ の 権利 を得 る こ とにな る の だ が 、こ の 歴史情報は

プ ル
ー

ス トの 非難 したサ ン ト＝ ブ ーヴ の 伝記 主義、つ ま り作品 を理 解する に は 作家本 入 の

こ とをよ く知 らなけれ ば理解で きな い とい うもの で は ない 、つ ま り厳 しい 内在批評を通過

した後の 歴 史主 義、こ れ は作家の 生活に 焦点を合わせ る とい うの で はな く作家の 仕事場の

復権 と い えよう。 そ して こ の 仕事場 とい うの は単 に作家の 密室の こ とを意味せ ず、彼 自身

が生 きた時代そ の もの 、
つ ま りそれが時代意識 とい うもの なの だ が 、それが 作家の 創作課

程 に大 きく関わ っ て くる。 こ うして ラ
・グラ ン ジ ュ の 『マ ー

ラ
ー

r．は、全体 の 三分 の 二 以

上 が マ ーラ ーが もっ とも活躍 し た ウ ィ
ー

ン の 宮廷 歌劇場監督時代の 資料で 埋 め尽 くされ 、

彼 の
厂作曲小屋 」 と 「

ウ t 一
ン 歌劇場」 とい う彼 の 仕事場が可 能な限 り明 らか に され た の

で ある。またこれに よっ て、お そ ら くは ア ル マ ・マ
ー

ラ
ー

が作 り上 げた に は違 い な い 「マ

ー
ラ
ー

神 話」 も解体 され る こ とに な り、彼 の 作品を
一

か ら聞 き直す こ とが 可能 とな っ た の

で ある。

　 と こ ろ で筆者の 研究課題 は
「プ ル

ー
ス トと音楽 」 で あ り、ボ ヘ ミア の 音楽家グ ス タ フ ・

マ
ー

ラ
ー

とは なに か 縁遠い ように 思 われ るが、 「小説 」 と 「交響曲」 とい う異な っ た 二 つ

の ジ ャ ン ル が 実 に 十九世紀 に その 絶頂 を迎 える表現形式で あ り、こ の 両者は それぞれの 分

野で十 九世紀的 なあ り方に終止符 を打 ち二 十世紀の 扉 を開 い た小説家で あ り交響曲作家で

あ っ た こ とは周知 の こ とで ある。ア ドル ノ の
「
長 編 小説形 式 と して の 交響曲コ

ニ21
を体現

した マ
ー

ラ
ー

は若 干の 歌曲の ほ か は交響曲以外なに も書か なか っ た の だ が 、プ ル ース トも

ほぽ彼の 小説の ため に だけに （もちろん様 々 な時事的 な記事や エ ッ セ ー、そ して パ ス テ ィ

ッ シ ュ の 類 は 別 と して ）創作の 手 を休め る こ とはなか っ た D こ の よ うにそ れぞれ の 分野 に

身 を投 じて 全う した芸術家で あ っ た二 人 に よっ て 筆者 は
「
小 説」 と

「
交響曲」 を将来 の 比

較研 究課題 にするつ もりで い る 。 以下に訳繊 した第
一

章はその 第一歩 となるべ きもの で あ

るが、こ こに はほ とん どマ ーラー自身は で て こ ない 、その か わ り十 九世紀前半の 中央 ヨ
ー

ロ ッ
パ に おける

一ユ ダヤ人家族が い か に成 り上 が っ て行 くの か克明 に記 され て お り、それ

だ け で も一
編 の 物語 とな っ て い よ う。

『
なお 紙数の 関係で こ の 第一章 は分載 される。

　 ：］］H 本の 代 表的 帝楽学 者の
・・
入で つ い 最 近 出 版 され た ラ ・グ ラ ン ジ ュ の 「

失 わ れ た 無限 を求め て s 草 思社 ！993の 翻 訳 者の

．．・
人で あ る船 山 隆氏 は そ の あ とが きで 厂正 直に 言 っ て 私 自身、この 三 干六 百 ペ ー

ジ の 大著 を通 読 した わ けで は な い 」 と 明 言 する

ほ どで あ り、しか も彼 は新 潮文 庫の 音楽家伝記 シ リ
ーズ の

一
冊

「
マ
ー

ラ
ー

』 の 著者なの で あ る。推 して し るべ し。
　 ［2tTh ．W ．ア ドル ノ 「マ

ー
ラー一音楽 的観相学 の 試 み 』 法 政 大学出版局1978、と りわ け第 4 章

「
ロ マ ン 1 参照。

95

（84）
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ク ス タ フ ・マ ーラ ーア ン lj＝ル イ ・ド・ラ ・グラ ン ジ ュ 丸山 正 義

環境
一家族一家柄 （その 1）

《三重 の 意味で 国 もな く…》

　わずか 五才ばか りの 頃、大 き くな っ た ら何にな りたい 、 と聞か れた グ ス タフ ・マ
ー

ラ
ー

の 答は、質問が平凡な もの であ っ ただ けに、驚 くべ き もの だ っ た。　
「僕 は殉教者 に な りた

い D 　」

　ア
ーノ ル ト・シ ェ

ー ン ベ ル クは こ ん なエ ピ ソ ー ドを知 らなか っ たが、マ
ー

ラ
ー

の 死後、

「こ の 殉教者、こ の 聖人…、お そ ら く彼 は私達か ら遠 く離れて い く運命 に あ っ た 。 」 と慨

歎 して い る。個 人的 な悲劇、つ ま り近親者 との 幾多 の 死別、人生 における劇的事件 に付随

するあらゆ る悲劇的結末、こ うい っ た もの は ロ マ ンチ ッ クな魂を鍛 えあげる もの だ が 、そ

れ らに よっ て十字架にか け られ た マ ー
ラ
ー とい う伝説、 こ れ ぐらい ば か ば か しい もの は な

い に もか かわ らず、こ の 伝説を拭 い 去 る こ と は
一朝一夕に は で きな い

。 確か に こ の 伝説は

彼 の 生 涯を語 る こ とに よ っ て 打ち砕 くこ とはで きるだろ う、と こ ろが 、い ずれ に して もマ

ーラ
ー

は本物の 殉教者だ っ た、 しか もこ の 言葉の もつ 文字通 りの 意味に お い て 。つ ま り、

自分が 信 じる もの に 自分の 人生 を、全生涯 を賭ける人、犠牲 こ そが人 生 の 完成 で ある人、

と い う意味にお い て 。 フ ロ
ー

べ
一

ル が 文学の 殉教者 で あっ た の と同 じ資格で、マ
ー

ラ
ー

は

音楽の 殉教者 となろう。 それに対 して 、 独裁者マ
ー

ラ
ー

とい うイメ ージ も一般 に 認め られ

て い る。そ の 権威主義的な指揮振 りは暴君 に まで な っ た 。 彼 に と っ て集団芸術作品 の 偉大

さは彼個人 の 芸術的冒険など よ りも重要だ っ た か らだ 。

　 と こ ろ で 彼 の ように、肉体的 に も精神的に も苦悩の 刻印 を受 けた人物は少 ない 。彼 は円

熟期 に達 した 頃、　 「すべ て は少 年時に蓄積 した素材 に よっ て の み 構成 され る」 と言 っ て い

る。そこ で マ ー
ラ
ーの 全 体象、つ ま り、彼 の ひ と とな り、彼の 作 品 とその 運命が 、青春時

に受けた薫陶や経験の 深 み か ら溢れ出 る唯
一

の 泉とな っ て流れ て くる こ とをこれか ら見て

い 一つ 。

　不釣 合い な夫婦の 子 と して生 まれた彼 は比較的貧 しい 少年時 を送 る、それ は彼 の 兄弟の

うち 八人 まで もが 次々 と死ん で い くとい う暗 い もの で あっ た。中央ヨー ロ ッ パ の ユ ダヤ 人

と して彼は そ の 生 を受 けた ときか らすで に、移住、迫 害、虐殺 を繰 り返 し受 けた重苦 しい

過去 を背負 っ て い た。確 か に マ
ー

ラ
ーはオース トリア人だ っ た が 、 当時の オ

ース トリア帝

国は余 りに も大 き過 ぎて、揺 らぎ倒 れ ざ るを得な い 巨大な建築物の よ うで あ り、見 る か ら

に何の 関係 もない 諸民族、マ ジ ャ
ー

ル
、

ポ ー
ラ ン ド、ル テ ニ ア 、ス ロ ヴ ァ キア、ス ロ ヴ ェ

ニ ア、ク ロ ア チア、ル
ー

マ ニ ア、イタ リア とい っ た民族か ら構 成され た国家で、こ れ らの

すべ て の 民族が 少数民族の ドイ ツ 人 に支配 され て い た。18世紀以来、こ の 常規 を逸 した統

一
性の な い 帝国は、絶対主義 と自由主義が 交互 に交替 し、そ の 都度、弱少民族の ユ ダヤ 人

は拘束を受けて みた り、そ の 処遇が 改善 され て み た り 、 革命 の 混乱の とば っ ち りを受け た

りした 。 結局、時の 皇帝や ら、大臣の 気紛 れ に左右 されて い た の で あ る 。

　 18世紀末、 ヨ
ーゼ フ ニ 世 に よっ て施 され た比 較的寛容な政策の 時期

［1］
、 こ の 期 間 に ユ

ダヤ解放 が ほぼ 全面的に い きわ た るが、そ の 前後、前は マ リア
・テ レ ジ ア 、後 は メ ッ テ ル 　g4

ニ ッ ヒ に よっ て、苛酷な反ユ ダヤ 政策が とられ た。ウ ィ
ー

ン や プ ラ ハ か らユ ダ ヤ 人が 追放　（85）
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　 　 　 tifibP一大学 研 究紀 要 【日本
’
文 化学 部 ・言 藷 文 化 学 科】第 2 号 1994年

　　　 された の で あ る。帝国全域 か らユ ダヤ 人 を強 制退去 させ よ うとい う動 きす らあ っ た。 と こ

　　　 ろが 、1848年に新 た な革命の 波 が ヨ ー ロ ッ パ を席巻 する と、八 々 の 目は再び 様 za な改革へ

　　 　 と向か っ た。

　　　　初期の 指揮活動が ドイツ に集中して い た マ
ー

ラ
ー

の 、指揮者 へ の 道 に と っ て
’
重 要な こ と

　　　 は 、 ig世紀末、占い オ
ー

ス トリア の 巨星が地平線 に没落す ると と もに 日増 しに 大 きくなる

　　　著 きプ ロ シ ア の 覇権 が 、ヴ ィ ル ヘ ル ム ．・世 と精力的 なビ ス マ ル クに よ っ て中央 ヨ
ー ロ ッ パ

　　　や 北 ヨ
ー・ロ ッ

バ で確 立 した こ と に ある。プ ロ シ ァ とオ
ー

ス トリア の 間 で 空 し く妥協や協調

　　　が 繰 り返 され た後、1866年 、サ ドワ で敗れ たオ
ー

ス トリア はヴ ェ ネチ ア ばか りか 統
一

ドイ

　　　 ッ の 支配権 も失 っ て しま い 、 ドイツ の 統
一

は、結局、1871年プ ロ シ ア の 指導の もと で 完了

　　 　 す る 。

　　　　186ユ年か らユ916年 まで の 間、オース トリア 帝国が 揺 ら ぎなが ら も統
一

を保 っ て い られた

　　　の も、ハ プ ス ブ ル ク 家の 最後の 偉大な君主 フ ラ ン ツ ・ヨ
ーゼ フ の お か げ だ が

、 歴史家の 閤

　　　 では、こ の 王様 は輝 か しい 評判 を一
度た りと もと っ た こ とは な い

。 実際殆 ど の 歴史家は、

　　　天 才的な君 主が い た の な ら、帝国内の 少数民族が ひ きお こ した数 々 の 難題は、解決 しえた

　　 　 もの で あろうと い う考 えに 賛成 する。 と こ ろ で 、フ ラ ン ツ
・

ヨ
ーゼ フ は働 き者の 国王で、

　　　彼の 距民 に 良 く尽 くしたが 、偏狭 で判断の 遅 い と こ ろか ら官僚的で 、様 々 な圧 力に簡単に

　　　屈 して しまうと こ ろが あ っ た。68年間 とい う彼 の 長 い 治世 の 歴史を辿 っ て み る と、僧権の

　　　絶対主義か ら軍事的 自由主義へ 、中央集権的 ドイツ 主義か ら ス ラヴ的連邦制貴族主義 へ な

　　　 ど と変遷 し、つ い に は彼の 体系の な さそ の もの が 制度 とな っ て しま っ た 。 こ の 過剰な官僚

　　 　主義 と権 力の極 端な散漫 さが、帝国が 没落 して い く二 つ の 主要な原因 とみ る学者 もい るほ

　　 　 どだ 。 フ ラ ン ツ ・ヨーゼ フ の 治世 に は、抑圧 と 自由が ほ とん ど規則的に 交替す ると い う特

　　　徴が あ る。例えば 、1851年、革命 の 危機が遠ざか るや 、 1849年の 自由な憲法を廃止 し、首

　　 　柑 バ ッ ハ と と もに 、 あ か らさ まな反動政策 を打 ち出す 。 1859年の イタ リア戦役 の 敗北後、

　　　 「公文書」 に よ っ て 今度 は、反対に 、自由主義、地 方分権主義時代 か ら打 ち繊 され 1867年

　　　の 《調停》は、帝国内 の 弱少民族、特 に ユ ダヤ 人に た い して の 真 の 憲章が与 えられ る。 と

　　　 い っ て も、選挙 制度 は民主的な もの か ら程遠 く、普通選 挙は 1907年にな っ て初 めて布告 さ

　　 　れ る。

　　　　マ
ー

ラ
・一

は 1860年 7 月 7 日に生 まれ る
L21

。 生 誕地は ボ ヘ ミア と モ ラ ヴ ィ ア の 国境 に あ

　　　るイ
ー

グラ ウ、あ る い は ∫ihlava、近郊カ リシ ュ ト （Kali醗 ）の 、田舎の 小村だ っ た。彼

　　　の 祖先 に つ い て 良 く知 られ て は い な い が 、中央 ヨ
ーロ ッ パ の ユ ダヤ 入の 生活状 態を検討す

　　　る こ とで 、少 な くとも、マ ーラ ー
の 父祖が どん な生活 を送 っ て い たか、知 る こ とが で きよ

　　 　 う 。

　　　　ゲ ッ トーとい う醜 悪なる施設は 中世 に そ の 起 源 を もつ 。当時キ リス ト教 の 信仰 に対 する

　　　ユ ダヤ教 の 影響が恐 れ られ て い たか らだ 。そ の た め ユ ダヤ 入家族 は、何世紀 もの 間、ゲ ッ

　　　トーの 狭 い 空間 に押 し込 まれ、健康や 衛生学上 ひ ど い 環境 の もとで 生活 して きた 。 あ らゆ

　　　る市民権 を剥奪 され、不 潔な巣窟 に閉 じ込め られ 、それ で もなお、こ の 不 幸な民族は増 え

　　　つ づ けた 。 しか し貧困 と疾病 は彼 らに肉体的な変化 をもた らし、彼 らの 早 世 の 原因は、部

93 　 分 的 に で は あ れ 、そ れ で 説 明す る こ と が で きる 。 1848年に ゲ ッ トー
が廃 」ヒされ た後で も、

（86 ）　
「家族 法 」 とい う悪法 は廃止 され る気配 も見 せ ず、 こ れ に よ っ て ユ ダ ヤ 人家族 は 、そ の 長

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



Meisei University

NII-Electronic Library Service

Melsel 　unlverslty

グ ス タフ ・マ ーラ ーア ン 1戸 ル イ ・ド・ラ ・グラ ン ジ ュ丸 山正 義

子に しか婚姻 の 権利が 与え られず、次子以下 には法 的に私生 児 しか持て な い よ う制 限 さ

れ、それに従 わなければ強制移住 させ られて い た 。 しか もさらに 別の法 で は、ユ ダヤ人 に

特別税 を課 し、ど こ か に 黄色 い 帯を付ける よう命 じて い る 。

　18世紀末 まで は比較的平穏無事に 、百万人ほ どの ユ ダヤ 人が ポーラ ン ドに暮 ら して い た

が 、ポー
ラ ン ドの 分 割 に よ っ て、エ カテ リ

ーナニ 世 の残虐 な覊絆か ら集団で逃げ出 さなけ

れば な らなか っ た 。 それ と ともに、中には、プ コ ヴ ィナや ガ リシア （オース トリア 領 とな

っ た ポー
ラ ン ドの 州）か ら逃れ、あ ま り人 日 の 無い 地 域 、 例えば厳密 な意味で の オ

ー
ス ト

リアや ボヘ ミア、ス ロ ヴ ァ キア など に 移住す るもの もい た 。
マ リア

・
テ レ ジ ア の 時代に は 、

ユ ダヤ 少数民族を全面的に 強制退去 させ る こ と が 考え られた が ［3］、結局、あま り集落の

無 い 貧 しい 地域、ボ ヘ ミア南東 の チ ェ コ ・
モ ラヴ ィ ア の 丘 に 居住す る権利 が 、彼 ら に与 え

られ た 。 フ ロ イ ト、マ
ー

ラ
ー
、カ フ カ、シ ュ テ フ ァ ン ・ツ ヴ ァ イク とい っ た ユ ダヤ 人の 家

系が チ ェ コ 地方に定住 した の は、その ような移住 に よる 。

　19世紀初頭、こ の 地域の ユ ダヤ 人の 生活状況は比較的良好だ っ たが、彼 らは相変 わ らず

自分 達の 住居や職業を選ぶ 権利 を持たず、た とえ田 舎で 生活 して い た と して も、土 地 の 所

有は禁止 されて い た。一方、ナポ レ オ ン の 寛容政策の 影響が 広が り、迫害の 時代 は終わ っ

たか に見 えたが 、それ もメ ッ テ ル ニ ッ ヒの 政策 に よっ て頓挫 して しまう。苦労 して得た 自

由が ふ たた び制限 され、彼 らは二 日 と都市に滞在で きな くな っ た 。 大半の ユ ダヤ人が 他民

族 と完全に 同化 した と思 っ た瞬間、メ ッ テル ニ
ッ ヒは もう

一
度ユ ダヤ 人に、己の 民族 を強

く意識 させ た。 しか し1848年 になる とゲ ッ トーは消 え、ユ ダヤ税 は廃 止に な り、宗教の 自

由も帝国全域 に公告され る 。

　1849年、 再び反 動が起 こ り、以 上 に述 べ て きた もの が殆 どす べ て 無 に 帰 して しまう、

《調停》が 1867年に 出るこ とに よ っ て、初 め て ユ ダヤ 人は、市民権 と参政権が与えられ、

と りわ け 自ら住み た い と こ ろ に住む権利、世襲貴族 に な る権利が 承 認 され た 。 1868年 と

1874年の 法 は、帝国内に宗教 の 格差 を無 くし、専 ら聖職者の 保護下 に 置かれて い た公教育

を、 そ の 手か ら解放 した
。

と こ ろが 1879年か ら1893年 ま で 、フ ラ ン ツ ・ ヨ ーゼ フ は 、首相

ターフ ェ ル の 思 うまま、再び新 たな制限を加えたが、こ れは幸 い な こ とに 束の 間の こ とで

しか なか っ た 。

　 こ の ように 19世紀の 中央 ヨ ーロ ッ パ にお け るユ ダヤ人 の 解放 を逐次述べ た の は、迫害 と

抑圧 が寛容政策 と絶え間な く交替 し、それが 必ずや マ ーラーの 父祖 の 代の 日常生 活 に 、 艱

難辛苦 を もたらしたに違 い なか っ たか らで ある。
マ ー

ラ
ー自身の 少年時代 も、その た め に

暗 い もの だ っ た 。 事実 、 最終的な解放が 1867年に なっ て ようや くな された時、彼 は七 才だ

っ た 。 と りわ け忘れて ならな い の は、オー
ス トリア の 軛 に立 ち上が っ たチ ェ コ の 民族主義

に よ っ て、マ ーラーの 生 まれ た地 方は絶 えず反逆 と騒乱の 雰囲気が か もしだ されて い た 。

裕福で教養 の 高 い チ ェ コ の ブ ル ジ ョ ワ 階級は、チ ェ コ とオ
ー

ス トリア の 結び付 きが ただ単

に王朝 の 結合 に よっ て 成立 して い るだ けだ と考え 、 実際 、 何が 何で も古 い ボ ヘ ミ ア王朝 の

諸権利 を、オ ース トリア に承 認 させ よ うと して い た。フ ラ ン ツ ・ヨ
ーゼ フ は 1871年11月の

勅書 に よっ て その 権利 を認 め るが、 い つ もの よ うに翌年彼 はその 決定 を覆 して しま う。 そ

れで もチ ェ コ の 民族主 義運 動は、1880年以 降に、行政 に お けるチ ェ コ 語 と ドイツ語の 平等　92

をか ち取 る こ とに な る 。 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （87 ）
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（

　 つ ま り混乱 と不安の 時代 にグス タフ ・マ ーラーは生 まれ る 。 カ リシ ュ トか ら程 遠 くな い

と こ ろ に ポ ル ナ と い う小村が あ る 。 こ の 村 は 18世紀 にな っ て もまだ、《儀礼殺 入》に よ っ

て キ リス ト教徒 の 子供 を殺害 した とい う廉で ユ ダヤ 人を告発 して い た 。 こ れはこ の地 に 住

ん で い た 入 々 の 精神状態を充分 に物語 っ て い よう。ア メ リカの 音楽批評家ポー
ル ・ ロ ーゼ

ン フ ェ ル トは、おそ ら くこ の 地 方の 出 身で あ ろ うが 、中央 ヨ
ー

ロ ッ パ の ユ ダヤ 入 の 精神状

態に つ い て 、説得力の ある、 しか し、い くぶ ん主観的な文章を残 した。マ
ー

ラ
ーに 関する

論稿 の なか で 彼 は言 う、 「こ の ような状況の 中に 生 まれ 出て しま うと、被抑圧 者の 中に、

自己防衛の欲求、恐怖 とい う古ぼ けた灰色の 外套の 襟 をい つ に もまして 強 く引 き締め よう

とする欲求を促 して しまうもの だ。」
「彼 らは身近 に い る入 々 の 中に、掴圧 されて はい る

が 、は っ きりと息づ い て い る敵意 、 そ の 抜 き身 に よ っ て始終 脅か され て い る。そ の 危険に

身を晒 して しまえば、勿論 傷を負 っ て しま うの は避 け難 い 。憎悪 の 石 を投げ つ け られ て、

自己の うちな る確信の柱、人生 の 美 しさに対する信条 の柱が、揺 ら い で しまうの を覚悟 し

なけれ ばな らぬ 。宇宙の 偉大な る律動 を、本能的に受 け入 れ始め て い た その 腕 に、さ ら に

重苦 しい 鎖が か け られて い るの を、覚悟 しなけれ ば ならぬ 。何故な ら、おそ らく青年時代

の マ ー
ラ
ーの 中に 、すで に、彼 が外部の 世 界に対 して持つ 関心 や愛、自己の 才能を実現 し

よ うとする彼 の 欲望、そ うい っ た もの を抑圧す る強 い 力が 存在 して い た か らだ 。 しか も、

地 との い か なる所に い よう と も、ユ ダヤ の 血 を受 けて し ま っ た子供た ち同様、彼 に もま

た、彼 を取 り巻 く兇知 らぬ人 々 へ の 軽蔑、敵意、排他主義が あ っ た し、それ と ともに彼 自

身の 弱 さ、深 い 人種 的劣等感が あ っ た。こ う して絶 えず内省す る こ とに よっ て 、彼の 心情

の 自発性 が 、すで に抑圧 されて は い る の だ が 、 押 しとどめ られ た に違 い なか っ た。」

　 こ の 分析 は 匡 、ユ ダヤ の 子供達に つ い ては幾 らか 的 を射 て い るか も知れ な い が、マ ー

ラ
ーに つ い て は的外れ と言 っ て お か なけれ ば な らな い

。 さら に こ れ は、入種的考察 の み に

基づ い た、彼 の 創造 の 天才に 関す る毒 ど くしい 、否定的な論稿 として 書かれ て い る 。
ユ ダ

ヤ 人 に よる反 ユ ダヤ主義の 典型例だ ろ う。 もっ と素晴 らしい 耳 を持 っ て い るの なら、シ ュ

テフ ァ ン ・ツ ヴ ァ イ ク の 話
罰

に そ の 耳 を傾 け るこ とが 出来 るはずだ。モ ラヴ ィ ア の ユ ダ

ヤ 人家族の 出身で あ る ツ ヴ ァ イク は、事実に立 脚 して次の よ うに 語 っ て い る 。

「
ボ ヘ ミア

とモ ラヴ ィ ア に住む 田舎 の ユ ダヤ 入は、平静で 自信 に 充ち て お り、当地 の 農民や 小市民 ら

と打 ち解 け て 暮 ら して い る。だ か ら彼 らはその ような抑圧感情 とか 、また
一一一一
方の 、東 ヨ ー

ロ ッ パ の ユ ダヤ 入に ある出世主義や迎創 生を、い か なる点で も持 ち合わせ て い な い 。」 実

際 、丁年後の マ
ー

ラ
ー

は、彼の 属す る民族に起 因す る劣等感 を、僅か も表現 したこ とはな

く、 反 対 に、そ の 価値 をか な り明確に意識 して い る と表明 して い る 。 とは言 い な が ら 、 モ

ラ ヴ ィ ア に お け る民 族 の 同胞が被 っ た運命に つ い て は、 い ずれ に して も、悩む こ とが無か

っ たはず はな い 。こ の 地域 の ユ ダヤ入 は ドイッ語 を話 し、チ ェ コ 国内で の ドイッ文化 の 代

表者 を自認 して い た が 、その 血 に は ロ シ ア、 レ ッ トン 、ポー
ラ ン ドの 血が流れ て い た 。 17

世紀の フ ス 教徒異端弾圧後、チ ェ コ 入の 中に は、カ トリ ッ ク に改宗す る より も、ユ ダヤ の

共同体 に 伺化す るこ とを選ん だ もの もい た とい う話で ある。チ ェ コ 語 の 名前を もつ ユ ダヤ

入 家系 の 起 源 は以上 の よ うな もの で あ っ た ろ う。

　何 れに して もこ の 地 域 の ユ ダヤ 入 は、チ ェ コ 入か らは受け入 れ られて い た が 、 ドイツ 文

化 を愛 して い た に もか かわ らず 、 純 血 の ゲ ル マ ン 少数民族か ちは軽蔑 されて い た 。 さ らに
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郊外の チ ェ コ 人 と都会の ドイ ツ 人の 間で 商売 を して い た田舎の ユ ダヤ人 は、こ の 二 つ の 言

語 を話 して い た。こ うい っ た状況 であれば、後に マ
ー

ラ
ー

が
「私 は三重の 意味で祖国 を持

たな い 、オ
ース トリア人 の 中で は ボ ヘ ミア人、 ドイツ人 の 中で は オ

ー
ス トリア人、世界中

の 入 々 の 中で は ユ ダヤ人 」 と言 っ た と こ ろで 、 驚 くべ き こ とで は な い
。

　 マ
ー

ラ
ーとい う名前は、以前の ボ ヘ ミアやモ ラヴ ィ アで は、か な り

一般的な もの で あっ

た
〔6］

。 こ の 名に は異な っ た二 つ の 語源 が ある と考え られ て きた
［71

。 Meller、　 Mahler、

Millerはお そら くMUIIer ［粉屋］、　 Maler ［画家コか ら派生 した もの で あろう。チ ェ コ ス

ロ ヴ ァ キア で は、 ハ ン ガ リー
で もそ うなの だが、母音 《a》は か な り短 い 響 きを持 ち、

《o》の 響 きに近 い もの なの で 、 Mohel ［割礼者］の 派生語 に比較 され るこ との ほ うが 、

可能性 と して は高 い
。

こ の Mohe1 は （初 め Mohler、　 Mollerと綴 られて ）Mahler ば か

りで は な く、Moll、　 Mohl、　 Mollingな ど、
一

般に流布 し て い る他の ユ ダヤ 人の 姓 に も影

響 を与 えて い るようだ 匚S ］。こ の 姓 を持 つ 人 々 が か な りの 大家族 に属 して るの だか ら、こ

の 名前が流布 して い る範囲の広 い こ とにそれ ほ ど驚 くこ とはな い だ ろ う。
マ

ー
ラーの 父親

ベ ル ン ハ ル ト自身 も、 少 な くと も七 、 八人の 兄弟姉妹 が あ り、彼は十四人の 子持 ちで 、彼

の 兄弟 にはそれぞれ少な くとも五 、七、十人の 子供が あ っ た 。 当時の 小児死亡率が 特 に 高

か っ た として も、マ ー
ラ
ー家の 人 々 は す ぐに村全体 に満 ち た で あろ う。

　 マ ー
ラ
ー家 は、ス ヴ ェ トラ、 ドイ ッ チ ュ

・プ ロ ッ ト ［Havlickuv　Brod ］、 リプ ニ ッ ッ
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 v

［Lipniどe］、チ ェ ヒ テ ィ ッ ッ ［Cechtice］、ボ ロ ウ ニ ッ ッ ［Borovniceコ、ス ニ エ ッ ト
　 　

［Snet］、ベ ネゾ フ とい っ た地域の 至 る と こ ろで 見 つ か る 。 お そ ら くこ の 家系の すべ て は

18世紀 まで 遡れば、共通の 祖 に つ なが る もの で あろ う。 こ の 時代は ヨ ーゼ フニ 世の 治世

で、ユ ダヤ人 は ドイツ 語の姓 を名乗よう強制 された
［9］。マ

ー
ラ
ー

の 祖父 ジ
ー

モ ン は1793

年 に生 まれ たが 匚10］、自分の 先祖 につ い て は何 も知 らなか っ た ようだ、 とい うの は、公的

資料に 、それ が どん な もの で あれ、彼の 子供の 出生証明書に すら、 家系 に関す る情報の
、

僅か ばか りの こ とも記入 されて い ない 、 しか もこ れは確固 として定着 して い た当時の 慣習

に反する こ とだ っ た。

　 ジ
ー

モ ン ・マ ーラ
ー

に関連する最初の 資料 は1825年に遡 る 。 リプ ニ ッ ツ の 古文書に よる

と 〔111 、彼 は こ の 街 か ら追放 された 。 おそ らく滞在許可書 もな くこ の 街 に滞在 した か らだ

ろ う。四年後彼は カ リシ ュ トに定着する。翌年 の 書簡に は、残念 なが ら古文書番号の み が

保存 され、こ の 件の 古文書資料 自体は失われ て しま っ たが 、彼が こ の 町か ら送還 されるこ

とが扱 われ て い る 。 しか し彼 は この 送還 の 、おそ ら く一
時的な もの で は あろ うが、延期 を

得て い る ［12｝。

　 そ うこ う して い るうち に、ジ ーモ ン は マ リア ・ポ ン デ ィ と結婚 した 。 彼女 は アブ ラハ

ム ・ボ ン デ ィ の娘で 、
こ の 父親 はカ リシ ュ トで居酒屋 と酒造業 を営み 、その 前 は リプ ニ

ッ

ッ で 商売 を して い た Bestandjude［成功 した ユ ダヤ 人1 で あ っ た。母 は ロ ノ ウ出身 の ア ブ

ラ ハ ム ・マ イス ル （Abraham 　Meisl） の 娘、サ ラ
・マ イス ル （Sara　Meisl）で あ る。こ の

結婚に よ っ て ジ
ーモ ン は、浮浪 す るユ ダヤ 人 と い う身分 か ら脱 出する こ とが 出来た よ う

だ 。 カ リシ ュ トの カ トリ ッ ク出生登録簿で は 匚13］ ジ ーモ ン ・マ ーラーの 子供はすべ て 私生

児 と示 され て い るが 、 前述 した ように 、 《家族法》に よ っ て ユ ダヤ 人は誰で あれ、長子で 　 90

な けれ ば結婚 は許可 されて い なか っ た の だか ら、少 しも驚 くべ き こ とで はな い 。ユ ダヤ 人　（89）
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が 結婚 す るに は 当局 の 許 可を得 なければな らず、それ と い うの も、当局はそれぞれ の 行政

単位内で、一定数の ユ ダヤ 人家族を保持す るよう取 り締 まっ て い た 圖 。

　こ の 《割 り当て》が
一
杯の とき、と言 っ て もこ れは何時も一杯だ っ たが、新 しい 家庭 を

作 り Familiantenstelleを獲得す るに は、家長が死ぬ の を待 たな け れ ば な らな か っ た 。 言

う必要 も無 い こ とか も知 れな い が 、こ の 特権 を待 ち続けて
一

生 を終 え て しま うユ ダヤ 入 も

い た 、 軻故な ら、空 きが で きれ ば役 人 らは す ぐに 自分達 を最 も高 く買収 した ユ ダヤ 入に そ

の 権利 を与えて しまうか らだ。Familiant の 特典 とい っ て も、こ れは ユ ダヤ 入に 対 して ボ

ヘ ミア、モ ラ ヴ ィ ア、シ レ ジア 内の 地 域 を 自由に動 くこ と の で きる特権 ［Freizttgig−

keit］ と、市が ユ ダヤ 人 に禁止 しない か ぎり、地域 内の 都市 に恒常的 に居住で きる特権

［St謡ttigkeitj を与え る ぐら い な もの だ っ た。1782年 に な っ て ヨ ーゼ フ ニ 世 は、モ ラ ヴ

ィ ア の Familiantの 数 を5106 （1754年 に マ リア ・テ レ ジ ア が 決め た数）か ら5400に 上 げ

た 。
ユ ダ ヤ 人に 対 し て 制限を加 えた古 い 法規が、原則的 に は、1848年に廃止 された に もか

かわ らず、Familiantに な っ た ユ ダヤ 入 となれ なか っ た ユ ダヤ 人 の 間 にで きあが っ た階級

差 は、それ か ら何年 もの 間、精神的 に存続す るこ とに な っ た 匚ヱ5：
。 Familiantにな る こ と

を待ちなが らユ ダヤ 人 はラ ビ の 前で結婚 した。ジーモ ン
・マ ー

ラ
ー とマ リア

・ボ ン デ ィ の

結婚は、こ うして 1850年 2月18目に法的に承 認 され た 。 とこ ろが こ れは彼 らの 末子 ゾ フ ィ

ーの 出生後 の こ とで あ っ たか ら、ゾ フ k 一は私生 児 と して登録 され た 。

　ジーモ ン ・ マ ー
ラ
ーの 息子 フ ィ リ ッ プ の 出生証明書に よると、1835年、ジーモ ン は すで

に 《酒造業 》を生業 として い る。 こ の 商売は マ ー
ラ
ー

の 父 ベ ル ン ハ ル トの 職業 で もあ っ

た 。 彼 はその 数年前、彼 の 義父 アブ ラハ ム ・ボ ン デ ィ の 所有 して い た居酒屋 を貰 い 受け て

い た 。 とこ ろが こ の 居酒屋 と い うの が 、少 な くと も村の 規模か ら考える と、大 きな事業で

あ
1
り、1838年の 公報で は L’s」、カ V シ ュ トの 主要建造物の

一
つ で 、村 に

一
つ しか なか っ た

農場 に 次 ぐ二 番目 の 規模で あ っ た こ と が 示 されて い る。と こ ろ で 、彼 の 子供の 一覧表 は 、

カ リシ ュ トの カ トリ ッ ク教 区の 登録 名簿
［171

に よっ て、不 完全な もの には違 い な い が、作

成する こ とが で きる。

　

　

908q
♂

　

（

ベ ル ン ハ ル ト

ヨ
ーゼ フ

ヘ ル マ ン

マ ル ク ス

フ イ リ ッ プ

（1827sli　8 月 2H − 1889年 2 月18B ）

リプ ニ
ッ ツ で生 まれる。グス タ フ の 父。

て い な い 唯
一

の 子供で あ る 。 ）

1830年生 （188 年以 降 に死 亡） 。

（彼は 当登録 名簿に記 載 され

バ ル バ ラ ・フ ェ
ーダー （Barbara　Feder） と1857年 5 月26 日 に結婚。

彼 女は べ ネ ゾ フ 出 身の ヘ ル マ ン ・ノイ マ ン （Hermann 　Neumann ）の

未亡 人 で、カ リシ ュ トの 小麦 商 と食品業 を相続 して い る
「1Sl

。 後 に ド

イ ッ チ ュ
・プ ロ ッ トに 居 を定め 、 お そ ら く当地 に て死 亡。子供 1｛〕人。

1832年 5 月 7H 生 （お そ ら く1868年以前に死亡 ） 〔【9］。

1833年 10月 2 日生 くお そ ら く1868年以 前に死亡 ） EL’°」 。

1834年 12月15日生 （1918年死 亡）

ヨ ゼ フ ァ
・ピ ッ コ ヴ ァ （Josefa　Pickova ） と結婚 。 ドイ ッ チ ュ

・プ ロ

ッ トで 食 品業 を営む。子供 10人。
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グ ス タ フ ・
マ
ーラ ー

ア ン リ＝ル イ
・ド ・

ラ
・グ ラ ン ジ ュ丸 山 正 義

ダヴ ィ ド

バ ル バ ラ

ゾ ブ イ
ー

1838年 2月 18日 （頃）生
一1911年死亡

［21］
。

レ デ ッ チ ュ 出身の フ ラ ン ツ ィ ス カ ・ ベ ル マ ン （Franziska　Befmann ）

と結婚 。

カ リシ ュ トで 食品業 を営 む。1862年 10月ベ ル ン ハ ル トに次 い で イーグ

ラ ウ に居住、
・
当地で 相次 い で薬 品 雑貨商、粉屋、化粧 品 店 を営む。

1874年ウ イー
ン に居住 、 当地 で 酒造業 を開 く。

子供 8人 。

1840年 8 月16日以前に 生 まれ る
匚22］

。

ウィ ル ヘ ル ム ・ピ ッ ク （Wilhelm　Pick＞ と結婚。イー
グ ラウで玩具店

経営。

1843年 2 月 17日生 、 おそ ら く1868年以 前に死 亡
［23］

。

　　 匚1 ］1797年 8 月 3 日フ ラ ンツ ニ 世 に よ っ て 発布 され た Kaiserliche　Judensystemalpatentは オ ース ト b，ア＝ハ ン tr　E）ア 帝国

に お け る n ダ ヤ 人 家庭 の 数．彼 ら の 結婚、な ど を規定 した （politiche　 Gesetze　 und 　 Verordnung　 ftir　 die　 Oesterreichiscen，
BOhrnischen　und　Galizischen　Erbl巨nder 、　Bd　II．，　Wien　1798．　Judensystem　fur　B6  en ，　S．27・51＞
　　 ［2 】マ ーラ

ー
の 生 前中、家族で さえ、彼 の誕 生 日が 7 月 1 日か 7 日 なの か 迷 っ て い た ようだ 。7 日 と い うの は ．プ ラ ハの 古

文書記 録 に残 され た彼 の 出生 証 明書に よ っ て 、決 定 さ れた もの で ある。　（lsraelische　Kultusgemeinde，　Bezirk　Unterkralowitz，
Geburts・matrikel ・Register　no 　120，　C，　III　folio　42　no 　16）

　　 ［3 】1744年 12月18日．マ リア ・テ レ ジア はすべ て の ユ ダヤ 人の 全面的滞在禁止令を発布 した 。と こ ろ が ，重課 税 を支払 えば

個人の 滞在許可期 間は 延 期 され た 。

　　 匚4 】Paul　ROSENFELD ：Musical　Chronicle　1917−1923，　New 　York，工923，　pp．244・245，《Gustav　Mahler》．《自己内省》 し

く誰 も愛 さなか っ た》 と言 うの で 、作 曲家 マ
ー

ラ
ー

を断罪 す る こ と ぐらい 不 当な こ とは な い 。マ ーラ ーは 何度か 恋愛 をした し幾

つ もの 厚い 友 情を育んだ もの で ある。また大方の 憊大なる創造者は 彼同様 《自己内省》 した もの で ある。以上 の 英文 を翻 訳 する

際 、作者の か な り独特な 文体 を訳 出する よ う努力 した 。

　　 ［5 ］Die　Welt　von 　Gestern［昨 日の 世 界〕，　Albin　Michel，　Paris，1945．

　　 ［6 ］不幸 に も今 日では．ナチ によ っ て、そ うで はな くな っ て しま っ た。マ
ー

ラ
ー家 とい うの は ス ヴ ェ トラに 一家族、ドイ ッ

チュ・プ ロ ッ ト ［Havlickuv 　Brod ］に もう一家族居 る だ け だ 。

　　 ［7 】こ の 二 つ の 仮 説はナ チの 影響 を受 けた著 作 にあ る。こ の 書 物 は見 事な ほ ど資料 に裏 打 ち され て い る 、と い うの も、当時

は ユ ダヤ 入家 庭 を暴 き出 す こ とが 問題 だ っ た か ら で 、そ うで な け れ ば 彼 ら は 今 で も ドイ ツ に 存続 し て い た は ず な の だ が、
（Konrad 　KRAUSE ；Die　JUdische　Namenwelt，　p．65．　Essen，1943．）

　　 ［8 】こ の 最後 の 仮 説 が もっと も真実 ら しい 。幾つ か の 家 族が Mohlerも しくは Moller とい う名で チ ャ ス ラ ウ （と りわ け ヘ

ル ム ナ）郡 に 登録 されて い る （Judenfamilienbucher，　Csaslau）。

　　 匚9 】 ヨ
ー

ゼ フ ニ 世 は 、1787年 か ら、ユ ダ ヤ 人 の 登 録 を 強 要 した 、最初 の 王 様 で もあ っ た。19世紀 後 半 まで 、こ れ らの 登記簿

は 残念なが らか な りい い 加減 に付 け られた。
　　 匚「o］ こ の 年代 は、ジ

ー
モ ン が 自 ら自分 の 年齢 を語 っ た もの か ら得 た情報 か ら割 り出 した もの で ある （Stadtarchiv　 Telc，

BezirksgeriCht　Deutsch　BroCl．　Verlassenschaft　Simon 　Mahler 　IV　282／1868参照 ）。エ リ ．
ノ ク ・ウ ェ ル ナ

ー教授に よる と、マ
ー

ラ

ーと い う名の 家系 は すべ て Reb　Meierl1とい う人 物か ら 出て い る との こ とで あ る。こ の 人 は17世紀 の 終 わ りに 、プ ラハの 有 名 なア

ル ト＝ノ イ ・ユ ダヤ教会堂 の オ ル ガ ン を作 り演奏 して い た ら しい 。

　　 〔11］Archivs　Repertorium，　Lipnice　im　Stadtarchiv　Iglau．

　　 ［12 ］ Repertorium 　Dolni　Kralovice （Unterkralewitz）；Protokolle　Politicis　1822一ユ833，1m 　Stadtarchiv　Benesov ，

　　 ［13］ FQndS 　Unterkralowitz．　Verzeichnis　Uber　nachStehende 　wtthrend 　der　Konskription　anno 　1824　vGrgefunClene 　Juden・
familien．　Sign，　XVIII．　Judenakten　1825．ユ ダヤ 教 区の 登録 簿は余 り良 く付 け られ てい な い の で 、カ トリ ッ クの 村の 司 祭がユ ダヤ

人共 同体の 戸籍簿 も付 けなけれ ばな らなか っ た。
　　 匚14 ］ボ ヘミア で 認 め られ たユダヤ 人家庭 の 総数 は マ

ー
ラ
ー

の時 代 で8600で あ っ た。

　　 〔15 〕こ の 詳細はエ リ ッ ク ・ウェル ナー教授か らお伺い した もの で あ るが 教授 自身モ ラ ヴ ィ ア の ユ ダヤ 人家族の 出 で あ り、特

に イグ ラ ウ に は親類縁 者 が い た 。

　　 ［16］ Bauparzellen−Protokoll　der　Gemeinde 　Kalischt，1838，〔Stadtarchiv　Prag）．

　　［17］ stadtarchiv　Prag・Pfarramt　Kalischt　bei　Gumpolds・　Judengeburtsbuch　vom 　Jahre　1810・signatur： HBM 　272・　　　 88

　　
EIB］ Grundbuch

　
Humpolec

　
1／2・foL

　
35 （stadta「chiv

　
P 「 ag ）に お け る 51番・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（91）
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！19］ こ の 子 供 は 1868年に 起 草 された ジ ーモ ン の 遺言 状 に す で に 言及 されて い ない 。
［20］ Iden1

〔21］戸籍に記 載され た 日付 は子供 の 出 生 日で はな く届出 日である、した が っ て 、出生 E は それ以前で あ・．
，た に 違 い ない 。

：22 ］　Idem

ξ23］　注 19参，9F，

Title：Milieu．Farnme・Origines　in　Gustav　MAHLER 　 vol．
Author ：Henry ・Luuis　de　La　Gra  e，

◎ 1979L 呈bra量re 　Arth色me 　FAYARD ．

1，Les　 chemins 　de　ta　Gloire　1860．1900、

　

）

ア

289
　

（

N 工工
一Eleotronio 　Library 　


